
どうして今、ジェネリック医薬品なの？

医療費を抑制するためジェネリック医薬品の
普及が求められています。

ジェネリック医薬品を使うと、医療費を抑制することができます。

ジェネリック医薬品ってどんなお薬？

どうして安いの？

新薬と同じ有効成分で
つくられたお薬で、
開発費が少なく済むため、
新薬よりも低価格です。

効き目は同じなの？

新薬と同等の「効き目」や
「安全性」であることを
厳しくチェック！

どんな工場でつくっているの？

新薬と同じく、
国の基準を満たしたクリーンな
工場でつくっています。
製造工程に問題はないか、
できあがったお薬が適正なものか
を検査しています
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毎年約1兆円
ペースで増え続ける

医療費

新薬の作用 ジェネリックも同様に作用 !

新薬

ジェネリック
医薬品

原料費
企業運営費 研究・開発費

原料費
企業運営費

この分だけ
安く!

新薬

代表的なお薬を1年間服用したときの価格比較

ジェネリック医薬品

そこで

※お薬代のみを計算した場合（3割負担）、医療機関の
窓口で支払う全額は、お薬代のほかに診察代、検査
代、調剤基本料などが含まれます。

個人のお薬の窓口負担

お薬の価格の比較

保険料や
公費（税金）の抑制にも
つながります。
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差額
17,520円

差額
5,480円 差額

3,280円

認知症の薬 高血圧の薬脂質異常症の薬

7,620円

2,190円
4,380円

1,100円

25,190円

7,670円

厚生労働省の基準をクリア
したものだけが製品化を承
認されています。
体への吸収を調べる試験に
より同じであることを確認
しています



ジェネリック医薬品ならではの、さまざまな工夫。 オーソライズド・ジェネリック（AG）

ジェネリック医薬品は、新薬の特許が切れたあと発売される薬。
有効成分以外の部分については、従来の薬から変えることができるた
め、最新技術で薬をもっと飲みやすくしたり、使いやすさを考えて、薬
の形状やパッケージを変えるなど、さまざまな工夫を施しています。

AGは先発品企業から許諾（オーソライズ）を受けたジェネリック
医薬品です。
そのため、AGは先発医薬品と同じ作り方。原薬、添加物、製造方法
が同じです。

水なしでも飲める
OD錠（口腔内崩壊錠）に。

AG 一般的なジェネリック

同一有効成分 同一

同一原薬・添加物 異なる場合がある

同一製造方法 異なる場合がある

同一形状・色・形 異なる場合がある

粒子を小さくして
ザラつき感を抑える。

分割しても何の薬かわかるよう
製品名を印刷。

薬効マークや文字で、
薬を見分けやすく。

薬効マーク

成分は同じで小型化。

マスキング技術で苦味を
コーティングして飲みやすく。
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こんなジェネリック医薬品もあります


